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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 介護保健制度

科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 スポーツインストラクターコース 後期

1年次 選択 15時間

1単位 講義

・授業中の私語や受講態度などには厳しく対応します

・授業に出席するだけでなく、社会の一員として高齢者介護問題に向き合う姿勢で授業に参加することを求めます

・授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができません

「これならわかる　スッキリ図解　介護保険」第3版（翔泳社）

担当教員情報

伊東 一郎 実務経験の有無・職種 有

学習目的

　この科目を受講する学生は、社会状況の変化、とりわけ、家族による介護のみではなく、社会サービスによる介護が必要になった背景を理解し、そ

のうえで、社会保険制度による高齢者介護システム（介護保険制度）の意義としくみをとらえることができるようになることを目的とします。また、

介護保険制度に位置づけられている各種サービス（居宅サービス、施設サービス、地域密着型サービス）の概要を理解し、それぞれのサービスの意義

を理解できるようになることをねらいとします。

到達目標

　この科目では、学生が、合計特殊出生率の低下や高齢化率の上昇をはじめとした現在の日本の人口構成割合の状況をふまえた上で、家族介護のみで

はなく、社会システムの中で介護サービスを提供する「介護の社会化」の背景について概説できるようになること、日本の社会保障制度の一つとし

て、介護保険制度の基本的なしくみを概説できるようになること、介護保険制度に位置づけられている各種サービスについて概説できるようになるこ

とを目標にしています。

教育方法等

・この授業は、基本的には講義形式で実施します。介護保険制度については、テキストを使用し、テキストに沿った形で解説を行っていき

ます。ただし、介護保険制度におけるいくつかのサービスについては、ビデオ教材を使用し、実際のサービス利用者やケアスタッフの姿を

観ることを通して、講義だけでは理解しにくい介護の姿を学習していきます。特に、認知症の人を対象としたサービスの実際を観ることを

通して、単なる制度上のサービスとしての理解を越えて、介護現場の理解を深めていきます。

介護保険制度の基礎 財源構成、保険者と被保険者、保険料徴収方法、要介護認定の流れについて理解します

評
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方

法
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試験と課題を総合的に評価します

授業計画（１回～8回）

授業内容 各回の到達目標

介護保険制度創設の背景 少子高齢化の状況、家族構成の変化（核家族化）について理解します

ケアマネジメント ケアマネジメントの意義、ケアマネジメントの過程を理解し、ケアプランの実例を把握します

サービスの概要（1） 居宅サービス（12種類）、施設サービス（4種類）、住宅改修について理解します

サービスの概要（2） 地域密着型サービス（9種類）について理解します

介護サービスにかかる費用 利用者負担、高額介護サービス費、高額医療合算介護サービス費などについて理解します

法改正と今後の方向性 2005年以降の法改正の概要、地域包括ケアシステムなどについて理解します

まとめ １回から７回の全てを理解します


